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(57)【要約】
【課題】定期点検時に綱車と制動面の両方を確認しやす
くすると共に、綱車から飛散する主索の油から制動面を
防ぐことのできるエレベーター装置を提供する。
【解決手段】支持部７に制動部６と綱車５を備えた薄型
巻上機４を、昇降路１と乗かご３間に配置し、この乗か
ご３を、前記綱車５に巻き掛けられた主索１１を介して
駆動するようにしたエレベーター装置において、前記支
持部７を昇降路壁２側に、綱車５を乗かご３側に配置し
、これら綱車５と支持７部間に前記制動部６を設け、か
つ、この制動部６の側面に、前記主索１１の油が綱車５
から飛散して前記制動部側面６ａに付着し遠心力によっ
て上部へと移動するのを阻止する油移動防止手段例えば
溝１４を備えた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持部に制動部と綱車を備えた薄型巻上機を、昇降路と乗かご間に配置し、この乗かご
を、前記綱車に巻き掛けられた主索を介して駆動するようにしたエレベーター装置におい
て、
　前記支持部を昇降路壁側に、綱車を乗りかご側に配置し、これら綱車と支持部間に前記
制動部を設け、かつ、この制動部の側面に、前記主索の油が綱車から飛散して前記制動部
側面に付着し遠心力によって上部へと移動するのを阻止する油移動防止手段を備えたこと
を特徴とするエレベーター装置。
【請求項２】
　前記油移動防止手段として、前記制動部側面に溝を備えたことを特徴とする請求項１記
載のエレベーター装置。
【請求項３】
　前記制動部側面の溝に、吸油材を埋め込んだことを特徴とする請求項２記載のエレベー
ター装置。
【請求項４】
前記制動部側面の溝を、上下に複数設けたことを特徴とする請求項２記載のエレベーター
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支持部に制動部と綱車を備えた薄型巻上機を、昇降路と乗かご間に配置した
エレベーター装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昇降路内に設置するエレベーター用巻上機は、ブレーキの制動面（ブレーキドラムやブ
レーキディスク）を主索の油、モータ軸受けのグリス、レール油から保護する必要がある
。そのため、昇降路頂部設置やピット設置の胴長巻上機の場合は、綱車とブレーキ制動面
はモータの軸方向のそれぞれ端部に配置されており、ロープ油の影響を受けない構造とし
ている。また、昇降路中間部に乗りかごと昇降路壁の間に設置の薄型巻上機の場合におい
ても、綱車と制動面を隔てる構造とし、主索の油付着を防止している（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４１９１３３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述した従来の構造、特に、昇降路中間部に乗りかごと昇降路壁の間に設置の薄型巻上
機を設けたものにおいては、綱車と制動面を隔てる構造となっているため、定期点検時に
綱車と制動面の両方を確認することとなるが、どちらか一方が確認し難い構造となってい
る。
【０００５】
　本発明は、前述した従来技術における実状からなされたもので、その目的は、定期点検
時に綱車と制動面の両方を確認しやすくすると共に、綱車から飛散する主索の油から制動
面を防ぐことのできるエレベーター装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明の請求項１では、支持部に制動部と綱車を備えた薄
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型巻上機を、昇降路壁と乗かご間に配置し、この乗かごを、前記綱車に巻き掛けられた主
索を介して駆動するようにしたエレベーター装置において、前記支持部を昇降路壁側に、
綱車を乗りかご側に配置し、これら綱車と支持部間に前記制動部を設け、かつ、この制動
部の側面に、前記主索の油が綱車から飛散して前記制動部側面に付着し遠心力によって上
部へと移動するのを阻止する油移動防止手段を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　このように構成することにより、定期点検時、制動部と綱車を同一目線で確認でき保守
作業を容易なものとすることができると共に綱車からの油飛散に伴う制動面への油付着を
防止できる。
【０００８】
　請求項２では、前記油移動防止手段として、前記制動部側面に溝を備えたことを特徴と
する。
【０００９】
　この構成により、簡単な構成で油飛散に伴う制動面への油付着を防止できる。
【００１０】
　また、請求項３では、前記制動部側面の溝に、吸油材を埋め込んだことを特徴とする。
【００１１】
　この構成により、より効果的に油飛散に伴う制動面への油付着を防止できる。
【００１２】
　更に、請求項４では、前記制動部側面の溝を、上下に複数設けたことを特徴とする。
【００１３】
　この構成により、請求項３同様、より効果的に油飛散に伴う制動面への油付着を防止で
きる
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、定期点検時、制動部と綱車を同一目線で確認でき保守作業を容易なも
のとすることができると共に綱車からの油飛散に伴う制動面への油付着を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施例になるエレベーター装置の全体平面図である。
【図２】本発明の対象となる巻上機の正面図である。
【図３】本発明の対象となる巻上機の側面図である。
【図４】綱車及び制動面付近の拡大図である。
【図５】他の実施例になる綱車及び制動面付近の拡大図である。
【図６】更に他の実施例になる綱車及び制動面付近の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係るエレベーター装置の実施形態について、詳細に説明する。
【００１７】
　図に示すように、１は昇降路で、この昇降路1内に乗かご３が設けられ、この乗かご3と
昇降路壁2との間に、巻上機４が設置されている。この巻上機４は、綱車５と制動部６と
支持部７で構成されており、図1に示すように乗かご３側から昇降路壁2に向かって、綱車
５、制動部６、支持部７となっており、制動部６及び綱車７が乗りかご側にあることから
、定期点検時の目視確認が容易となっている。８は乗かご３用のガイドレール、９はカウ
ンターウエート、１０はこのカウンターウエート９用のガイドレールである。前記乗かご
３とカウンターウエート９は主索１１によって連結されており、この主索１１が綱車５に
巻き掛けられ、この綱車５によって主索１１が駆動され、前記乗かご３とカウンターウエ
ート９とを昇降するようになっている。
【００１８】
　次に、油付着の状況について説明する。前記主索1１には、通常、グリースが塗布され
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ている。このため、主索１１の接する綱車５には油が付着する。この綱車５に付着した油
は矢印１２に示すように飛散して制動部６の側面６ａに油１３として付着し、この付着し
た油１３は遠心力により制動部６の制動面６ｂへ移動する。この制動面６ｂへ移動した油
１３が制動面６ｂに付着すると制動機能が低下し大きな問題を生じる可能性がある。この
ため、油１３が制動面６ｂに移動するのを阻止する必要がある。この油１３の移動を阻止
する手段として本発明では、制動部６の側面６ａに溝１４を設けたものである。このよう
に構成することにより、側面６ａに付着して移動してきた油１３を矢印１５の方向へ飛ば
すことが可能となる。これにより制動面６ｂへの付着を保護することができ、ブレーキの
制動力を確保することが可能となる。
【００１９】
　図５に示すように、制動部６の側面６ａに溝１４内に吸油材１６を埋め込むなら、油１
３付着時に油を吸い取ることができより効果的に阻止することができる。
【００２０】
　図６に示すように、制動部６の側面６ａに複数本の溝１４Ａ－１４Ｃを設けるなら、油
１３を確実に矢印１５の方向に飛ばすことが可能となり、油１３の移動をより効果的に阻
止することができる。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　昇降路
　２　　昇降路壁
　３　　乗かご
　４　　巻上機
　５　　綱車
　６　　制動部
　６ａ　側面
　６ｂ　制動面
　７　　支持部
　１１　主索
　１４　溝
　１６　吸油材
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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